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ケレウェ語の適用形と使役形＊

The Applicative and Causative Constructions in Kerewe 

小森淳子

Komori, Junko 

1. はじめに

ケレウェ語はタンザニアの北西部、ビクトリア湖南部のウケレウェ島で話されているバ

ントゥ系の言語である1)。バントゥ系言語の動詞は語根の前後にさまざまな接辞を付加さ

せて文法関係やテンス・アスペクト、否定、法などを表したり、派生形を形成したりする2)。

動詞の派生形は動詞語根に派生接尾辞を付加して作られる。ケレウェ語の動詞の派生形に

は、適用形、使役形、受動形、状態形、反意形、相互形の6つが認められる。

本稿の目的は、ケレウェ語の適用形と使役形を取り上げ、形態的、意味的、統語的な観

点から概観し、記述することである。適用形と使役形は統語的な観点から見ると、どちら

も動詞のとる項を一つ増やす。まず、適用形について新たにとる項の統語的な特徴とその

項の意味役割について検討する。意味役割については他のバントゥ諸語の例と合わせてみ

ていく。その後「道具」のようにみえる項について詳しくみる。

使役形が新たにとる項は「使役主」の他に「道具」の場合があり得るが、 「道具」の項

は「使役主」のように主語としてではなく目的語としてあらわれる。使役形ではこの点を

中心にその統語的特徴と意味的特徴について検討する。

＊本研究は平成 13年度科学研究費補助金（課題番号 11691013、課題名「北部中央バントゥ諸語の記述・比較
研究」、研究代表：加賀谷良平東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所教授）、ならびに平成 13,14 
年度同補助金（課題番号 12371001、課題名「現代アフリカ女性の開発プログラム参加と言語選択に関する学
際的研究」、研究代表：宮本律子秋田大学助教授）の援助によって可能になったタンザニア・ウケレウェ島で

の調査に基づいている。調査協力者はウケレウェ出身のケレウェ人男性M氏(1922年生）である。

lケレウェ語はバントゥ諸語の分類番号J24(/JE20)で、話者は約 10万人である。系統的にはタンザニアのジン
ザ語、ハヤ語、ウガンダのンコレ・チガ語、ニョロ・トーロ語などに近く、これらの言語は「ルタラ諸語」と

呼ばれている。

2 ケレウェ語の動詞の構造は下の図の通りである。直説法の肯定文においては太字の部分（主語接頭辞、 TA

接頭辞、動詞語根、語尾）が必須の要素であり、他の接辞は任意である。

8-~-盃-~-互-~―□ -B 
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2. 適用形3)

2. 1 適用形の形態

動詞の適用形を作る派生接尾辞を「適用形接尾辞」と呼ぶ。また適用形接尾辞がついた

動詞を「適用形」と呼ぶことにする叫適用形接尾辞の形態は-il/-elである。適用形接尾辞

の母音は動詞語根の母音に調和し、語根の最後の母音が a,i, uのときはーil、e,oのときは

-elになる。 (1)はそれぞれ左が原形動詞、右が適用形の例である汽

(1) -gamb-a 「言う」 -gamb-il-a 

-~ik-a 「死を知らせる」 -~ik-il-a 

-ful-a 「洗濯する」 -fu]-il-a 

-leet-a 「持ってくる」 -leet-el-a 

-goy-a 「ウガリを作る」 -goy-el-a 

語根が子音＋半母音の場合、 (2)に示すように半母音wのときは-el、半母音yのときは-il

がつくと考えられるが、 -sy「粉に挽く」には-elがつく。子音語根の例は(3)の二例しか収

集できなかったが、どちらも-eelがつくと考えられる列・

(2) -fw-a 「死ぬ」 -fw-el-a 

-nw-a 「飲む」 -nw-el-a 

-ly-a 「食べる」 -ly-il-a 

-sy-a 「粉に挽く」 -sy-el-a 

(3) -t-a 「置く」 -t-eel-a 

-h-a 「与える」 -h-eel-a 

3本稿で用いるケレウェ語の音韻表記は次の通りである。短母音はi,e, a, o, u、長母音は ii,ee, aa, oo, uu。高ア
クセントには［＇］、下降アクセントには[ A ]の符号を振り、低アクセントには符号なし。子音はb[ b ], ~[~], ch 
[ tJ ], d [ d ], f [ f ], g [ g ], h [ h ], j [ d3], k [ k ], 1 [ 1 ], m [ m ], n [ n ], ny [ Jl ], p [ p ], s [ s ], sh [ f ], t [ t ], w [ w ], y 
[ j], z [ z]。
4適用形接尾辞がつかないもとの動詞を適用形と対比させて言及するときには「原形動詞」と呼ぶことにする。

5原形動詞やその派生形を示すときは動詞語根の前にハイフンをつけ、後ろに基本語尾-aを加えた形で示す。

6 子音一つの語根の場合にかぎり接尾辞の母音が長母音になると解釈する。この長母音を二つの短母音に分解

して、たとえばte-el-a、-he-el-aと分析することも可能であるが、ケレウェ語の動詞語根全体をみると母音で
終わっているものはなく、すべて子音か半母音で終わっている。その原則を重視して、語根に母音を含めるの

ではなく、適用形接尾辞の母音が長くなると考える。
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後に見るように、適用形はもとの動詞と意味的な派生関係をもつのが普通であるが、中

には例(4)のように適用形接尾辞がついた形で語彙化している動詞がある。また例(5)のよう

に適用形の形だけがあって、原形動詞が存在しない例もある。

(4) -taah-a 「家へ帰る」 -taah-il-a 「入る」

-simb-a 「穴を掘る」 -simb-il-a 「柱を立てる」

-k6m-a 「殴る」 -k6m-el-a 「殴り殺す」

(5) *-hul-a -hul-il-a 「聞く、感じる」

*-tu~-a -tu~-il-a 「沈む」

二つの適用形接尾辞が連続して付くこともあるが、これらの動詞は特殊な意味が加わっ

ていて語彙化している。 (6)のような例である。

(6) -lwal-a 「病気である」 -lwal-il-il-a 「いつも病気である」

-gend-a 「行く」 -gend-el-el-a 「続ける」

-Iipat-a 「歩く」 -li~at-il-il-a 「踏む」

-hw-a 「なくなる」 -hw-el-el-a 「完全になくなる」

これらの語彙化した適用形の動詞は、語根と接尾辞が一つになっている語幹として扱わ

れるべきものである。

また、使役形接尾辞—y がついて語彙化している動詞の場合、下の(7)のように適用形接尾

辞は-iz/-ez という形になって—y の前に挿入される。適用形接尾辞の子音 l が z に音韻交替

するのであるが、次章の使役形のところで見るように、これは使役形接尾辞-yが後続する

ことによって引き起こされる音韻交替である。

(7) -koP-y-a 「拾う」 -ko~-ez-y-a 

-na碓y-a 「（食器などを）洗う」 -naa~-iz-y-a 

語根末の子音が 1 である動詞は、使役形接尾辞—y がつくことによって 1 が z に交替する

が、適用形接尾辞が挿入されると 1に戻る。 (8)の右側が適用形接尾辞のついた例である。
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(8) -~uz-y-a 「黙る」 -~ul-iz-y-a 

-guz-y-a 「売る」 -gul-iz-y-a 

-~uuz-y-a 「尋ねる」 -~uul-iz-y-a 

-semez-y-a「よくする」 -semel-ez-y-a 

-loz-y-a 「試す」 -lol-ez-y-a 

(7) 、 (8)の例は「動詞語根に適用形接尾辞と使役形接尾辞—y の二つが付加される場合、必

ずこの順序で接続される」と言い換えられるかもしれないが、 (7)の-ko~-y-a 「拾う」や(8)

の-~uz-y-a 「黙る」などは使役形接尾辞—y がついて語彙化しており、語形成の順からみれば

-yのついた動詞に適用形接尾辞が付加される順番であって、二つの接尾辞が同時に付加さ

れるのではない7)。また、もう一つの使役形接尾辞である-isyと適用形接尾辞が共起する場

合、適用形接尾辞が使役形接尾辞の間に挿入されて—is-iz-y8) という形になることから、適用

形接尾辞は—y の前に挿入されると考える方が適切である。

2.2 適用形の統語的特徴

バントゥ諸語一般に、上の(4)ー(6)のような語彙化している適用形を除いて、生産的に派

生された適用形はもとの動詞に「～のために」、 「～の方に向かって」、 「～を使って」

などの意味を加えるといわれる(Ashton1947, Port 1981, Kaji 1997, 中島 2000他）。厳密にい

えば、これらの意味は動詞単独で決まるのではなく、動詞が適用形になることによって加

わる名詞句との意味的な関係によって決まる。つまり、適用形は動詞がとる項を一つ増や

すが、その項の意味役割によって適用形の意味が決まるのである。

下に例をみてみよう。 (9)aは原形動詞一sya「挽く」を用いた文であり、 (9)bがその動詞

を適用形にした文である。

7 -kop-y-a 「拾う」やゃuz-y-a 「黙る j の語根はそれぞれ—kop 「関係する」や—pul 「なくなる」であると考えら
れるが、生産的な派生関係は認められず、使役形で語彙化しているといえよう。このような意味の特殊化の程

度は動詞によって異なる。 (7)の-n紐P-y-a 「（食器などを）洗う」は語根が—n紐0 「水浴する」、 (8)の-guz-y-a 「売

る」は語根が-gul「買う」で、何らかの意味的な関係は認められるが、特殊な意味が加わっている点では語彙

化しているといえる。 (8)の-semez-y-a 「よくする」は語根が—semel で「よい」・（自動詞）という意味を表し、意

味の派生関係が明白である

8 語例：ーly-isy-a「食べさせる、放牧する」＞（適用形）ーly-is-iz-y-a,

-hy-isy-a「熟れさせる、料理する」＞（適用形）ーhy-is-iz-y-a
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(9)a. omuhalakazi a-ku-sy-a o~ulo 「女の子がモロコシを挽いている」
女の子 3s-Pro—挽 <-E モロコシ

b. omuhalakazi a-ku-sy-el-a . nina o~ulo 
女の子 3s-Pro—挽<-apl-E 彼女の母 モロコシ

「女の子がお母さんのためにモロコシを挽いている」

c. * omuhalakazi a-ku-sy-el-a o~ulo 
女の子 3s-Pro-挽<-apl-E モロコシ

(9)bでは動詞が適用形になることによって、新たな項である nin紙彼女の母）が加わって

いる。この項は前置詞などを伴わない無標の名詞句であり、 (9)cからもわかるように、動

詞に対して必須の項である。また、 (9)bにあらわれるそれぞれの項の意味役割を見ると、

omuhalakazi (女の子）が動作を行う主体である「動作主」 (agent) 、 o~ulo(モロコシ）がその動

作を受ける「対象」 (theme)、そして nina(彼女の母）はその動作によって利益や恩恵を受け

る「受益者」 (beneficiary)の意味役割を担っていると考えられる。適用形になることによっ

て「受益者」の項が増えるので、この適用形は「～のために」という意味に解釈される。

バントゥ諸語では「目的語」を認定する基準として、 I)動詞の直後に来る語順、 2)動

詞述語内に目的接頭辞をとる、 3)受動文で「主語」になる、という 3つの統語的特徴があ

げられる(Kisseberth& Abasheikh 1977: 183, Hyman & Duranti 1982: 220)。適用形がとる「対

象」と「受益者」の項について、この基準をもとにその統語的な資格について検討してみ

よう。

まず語順の点では、 (10)のように「対象」と「受益者」の項はどちらも動詞の直後の位

置にくることができる。

． 
(1 O)a. omuhalakaz1 a-ku-sy-el-a nina o~ulo (= 9 .b) 

女の子 3s-Pro—挽<-apl-E 彼女の母 モロコシ

. , 
b. omuhalakazi a-ku-sy-el-a o~ulo nma 
女の子 3s-Pro-挽<-apl-E モロコシ彼女の母

この点に関しては、 「対象」と「受益者」の項は両方とも同じ資格をもっているという

ことができる。

二つ目の基準の目的接頭辞であるが、これは主に動詞の動作を受ける名詞句と呼応する

接頭辞で、その名詞句が主題である場合や、既出のものを指す場合に用いられる。また呼
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応する名詞句を伴わない目的接頭辞は代名詞として機能する。たとえば(9)aのoBulo(モロ

コシ）が主題であるような場合、下の(ll)aのように目的接頭辞をとることが可能である。

また(ll)bのように目的接頭辞のみで表すこともできる（下線部は目的接頭辞） 9)。

(11)a. omuha]akazi a-ku-fu!-sy-a o~ulo 「女の子がそのモロコシを挽いている」
女の子 3s-Pro-(14)ー挽<-E モロコシ(14)

b. omuhalakazi a-ku-血-sy-a 「女の子がそれを挽いている」
女の子 3s-Proー(14)ー挽<-E

スワヒリ語などでは目的接頭辞を一つしかとれないが、ケレウェ語では(12)のように、

二つの目的接頭辞をとることができる。

(12) ekalamu enu ya-a—筵.m-p-a 「このペンは彼が私にくれた」
ペン(9) この(9) 3s-Pst-(9)-l s—与える—E

二つの目的接頭辞のうち、前にくる目的接頭辞giーは ekalamuenu (このペン）に呼応し、

後ろの mーは一人称単数の代名詞として機能している。二つの目的接頭辞はいわゆる「直接

目的語」と「間接目的語」を指しており、この順番で接続されるのが普通である。

適用形の「対象」と「受益者」もそれぞれに呼応する目的接頭辞をとることができる。

(13) omuhalakazi a-ku-fu! 四且-sy-el-a nina o~ulo 
女の子 3s-Proー(14)-3←挽<-apl-E 彼女の母 モロコシ(14)

(13)のように、二つの目的接頭辞は「対象」一「受益者」の順で接続されるのが普通で

あるが、逆の順番(mu-~u-)も許容される。また(14)のように、それぞれの目的接頭辞を代名

詞としてひとつずつとることも可能である。

(14)a. omuhalakazi a-ku-ffi!!-sy-e1-a o~ulo 
女の子 3s-Pro-3s—挽<-apl-E モロコシ

「女の子が彼女のためにモロコシを挽いている」

，例文中のグロスの（ ）内の数字は名詞クラスの番号を示しており、名詞句と動詞の接頭辞が同じ番号であれ
ば呼応していることを表す。 1,.2クラスの名詞は原則的には(1),(2)のような番号を振らず、動詞の接頭辞には
3s (三人称単数）のように人称と数を用いて示すが、主語接頭辞と目的接頭辞が同じ人称・数で紛らわしい場合
に限り、 (1),(2)の番号で示す。
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b. omuhalakazi a-ku-血-sy-el-a nina 
女の子 3 s-Pro-(14)ー挽<-apl-E 彼女の母

「女の子がお母さんのためにそれを挽いている」

つまり目的接頭辞をとるという点でも「対象」と「受益者」の両方が同等の資格をもっ

ているといえる。

三つ目の受動文の基準はどうだろうか。この基準は、一般に能動文の目的語が受動文の

主語に対応することからきている 10)。たとえば(9)aに対応する受動文は下の(15)のように

o~ulo(モロコシ）が主語になる ll)。

(15) o~ulo ~u-ku-sy-e~w-a omuhalakazi 「モロコシが女の子に挽かれている」
モロコシ(14) (14)-P証挽<-pas-E 女の子

適用形の受動文では、 (16)に示すように、 「受益者」のみが主語になることができ、 「対

象」は不可である。

(16)a. nina a-ku-sy毛1-w-a omuhalakazi o~ulo 
彼女の母 3s-Pro挽<-apl-pas-E 女の子 モロコシ

「彼女のお母さんは女の子にモロコシを挽いてもらっている」

b. *o~ulo~u-ku-sy-el-w-a omuhalakazi nina 
モロコシ(14) (14)-Pro挽<-apl-pas-E 女の子 彼女の母

つまり受動文の主語になれるかという点に関しては、 「対象」ではなく「受益者」の方

が目的語としての資格をもっているということができる。

以上をまとめると、適用形の「対象」と「受益者」の項は、語順と目的接頭辞の点では

同等の資格をもつが、受動文の主語になるという点では「受益者」のみが目的語としての

資格をもっということである。 (15)のように原形動詞の「対象」は受動文の主語になるこ

とから、適用形ではその資格が「受益者」に移るとみることができよう。つまり適用形が

新たにとる「受益者」の項は目的語としての資格をもって加えられるということである。

10本稿では「主語」は主語接頭辞に呼応する名詞句か、代名詞的に用いられている主語接頭辞自体を指すこ

とにする。

＂ヶレウェ語の受動形接尾辞の形態は-w であり、動詞語根末が半母音の時はーi~w/-e~w である。また、受動形
接尾辞は適用形／使役形接尾辞の後ろに接続される。受動文での「動作主」は前置詞 naを伴うこともあるが、

普通は前置詞なしで動詞の直後に置かれる。
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2.3 適用形の意味 —適用形がとる項の意味役割一

適用形の意味は新たにとられる項の意味役割によって決まるといえるが、ケレウェ語に

限らずバントゥ諸語一般に、適用形がとる項の意味役割には共通したものがみられる。そ

の意味役割には「受益者」、「被害者」 (maleficiary)、「受容者」 (recipient)、「着点」 (goal)、

「起点」 (source)、「経験者」 (experiencer)、「動機、理由」 (motive,reason)、「場所」 (location)、

「道具」 (instrument)などをあげることができる 12)。 「受益者・被害者・受容者・経験者」

は人を表す名詞句に限られる。これらの中には主要な意味役割である「動作主」と「対象」

が含まれていないが、言い換えれば、適用形が新たにとる項というのは「動作主」と「対

象」以外の種々の意味役割だということができる。以下に、 「受益者」以外の意味役割の

例を、他のバントゥ諸語の例と合わせてみておこう 13)。

(I) 被害者 (maleficiary)

「被害者」は動詞句の行為が行われることによって何らかの被害をこうむる人を指すが、

「被害者」と「受益者」は厳密に区別できるものではない。どちらも動詞句の行為の影響

を間接的に受ける人を表すが、その影響が「被害」であるなら「被害者」と解釈され、利

益であるなら「受益者」と解釈される。 「盗む」という動詞の適用形では、下の(17)aのス

ワヒリ語のように、 「被害者」と「受益者」の両方に解釈可能である(Port1981 :79)。ケレ

ウェ語では普通、 「受益者」に解釈される。

(l 7)a. a-Ii翌!!-ib-i-a watoto chakula「彼は子供達から／子供達のために食べ物を盗んだ」
（スリtリ語）

b. a-ka-血-i~-i/-a e~ilyo 叫 「彼は子供達のために食べ物を盗んだ」（ケレウェ語）
3s-FP-3plー盗む-apl-E 食べ物 子供

12 Bresnan and Moshi(1990:149)、Ngonyani(1996: 18~19) 、 Kaji(1997)、米田(2000: 143ff.)など参照。なおここで用
いる「意味役割」は、動詞と項の意味的な関係を表す一般的な用語であって、それを統語構造に結び付けて論
じる種々の文法理論（たとえば語彙機能文法など）と結びつくものではない。
13ケレウェ語以外の言語の出典は次の通り。スワヒリ語；Ashton(194 7)、Port(l981)、中島(2000)、マテンゴ語；
米田(2000)、ンデンデウレ語；Ngonyani(l996)、チェワ語； Alsina and Mchombo(1993)、Baker(l988)、ショナ語；
Harford(1993)、ヘレロ語；米田(1997)、テンボ語； Kaji(1997)、ハヤ語； Byarushengo et al.(1977)。
なお、ケレウェ語以外の言語のグロスの表記は省略する（音韻表記の仕方も合わせてそれぞれの出典を参照
のこと）。また、どの言語においても適用形接尾辞はイタリック体で示す。例文中の下線部分は当該の意味役
割を担う項を示す。
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一般に「被害者」に解釈される適用形の例には、他に次のようなものがある。

(18)a. a-ta—延harib-i-afuraha yetu「彼は私たちの楽しみを台無しにするだろう」（スリヒリ語）

b. Engunda i-a-m生lum-ir-a?-a emwana 「犬が私四子供をかんだ」（テンお語）

c. embwa e-ka-n.-dum-il-a omwana wange 「犬が私旦子供をかんだ」 （ケレウェ語） 14) 
犬(9) , (9)-FP-l sーかむ—apl-E 子供 私の

d. ondjou ye也且—tey-er-e ondjuo 「象が盤旦家を壊した」（ヘ¥Ill語）

e. d3u-a逗四ip-il-iti iIJg曲 「彼は霊旦畑の畝を踏みつぶした」（マテンコ` 語）

f. ma-yani ya-kiー征y:)ID:)1-e/-a ma-chi ~a-lumba 

「ヒヒたちが猟師たちの水を飲み干した」（ンデンデりレ語）

「被害者」が「対象」と共起している場合は、 「被害者」はその「対象」の所有者であ

ると解釈されるのが普通である。たとえば(18)aでは「私たち」（目的接頭辞 tu-)が「被害

者」で「私たちの楽しみ」 (furahayetu)が「対象」である。 「対象」が動詞の行為を受けて

「被害者」が被害をこうむるのであれば、そこに何らかの関係が認められるのは当然であ

ろう 15)。先ほどみた(17)aの例において、 「子供たち」が「被害者」に解釈されるのであれ

ば「食べ物」は所有物であり、 「受益者」に解釈される場合は所有物でないことからも、

「被害者」と「対象」の所有関係をみてとることができる。

また、バントゥ諸語では「死ぬ」の適用形が「被害者」の項をとる例を見出すことがで

きるが、この場合も死ぬ人と「被害者」は親子関係など一種の「所有関係」にあるのが普

通である。ケレウェ語には(19)aのような例があるが、 (19)bのように受動態で表されるの

が普通である。

(l 9)a. omwana a-ka-皿1-fw-e/-a 「盤旦子供が死んだ」 （ケレりェ語）
子供 3s-FP-3s—死ぬ-apl-E

b. ~-ka-fw-e/-w-a omwana 「徳且子供に死なれた」 （ケレりェ語）
3s-FPー死ぬ-apl-pas-E 子供

14 このケレウェ語の文は(18)bのテンボ語の例をもとに作文してもらったものである。このような適用形の文

を作ることはできるが、普通は原形動詞を用いた文 ernbwae-ka-lurna omwana wange「犬が私の子供をかんだ」

を用いる。ケレウェ語では適用形の項として「被害者」をとることは一般的でないように思われる。

15 このような「所有関係」は Kaji(l997: 157)、米田(1997)、米田(2000:143)でも指摘されている。またこれらの

先行研究では、 「対象」が「被害者」の身体部分であるような場合（たとえば「犬が私の腕をかんだ」など）

では適用形は用いられないことが指摘されている。
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他のバントゥ諸語の例も挙げておく。 (20)c,dは「被害者」ではなく「受益者」に解釈さ

れる例である。(20)dの例は文脈によってその他の意味にも解釈可能なことが示されている

（米田 1997:132-4)。

(20)a. Emwana (wanyi) a-a-n迂fu-ir-a,-a 「弘竺子供が死んだ」（テン加語）

b. ~-me-f-i-w-a na babake 「盤はお父さんに死なれた」（スリヒリ語）

C. Yesu a-nかf-er-a anthu onse 「イエスはすべての人のために死んだ」（チェリ語）

d. we-fillli-kok-er-a「彼女は私のために／私の腕の中で／私を残して死んだ」（へ四語）

(Il) 受容者 (recipient)

「受容者」という意味役割はしばしば「着点」と同じように扱われるが16)、ここでは「受

容者」は「動作主」から「対象」を受け取る人、あるいは「対象」を向けられる人と限定

して考える。つまり「受容者」は他動詞の適用形にのみあらわれる。次のような例がある。

(21)a. ya-a—証leet-e/-a ekahawa 「彼はあなたにコーヒーを持ってきた」（ケレウェ語）
3s-Pst-2s-持ってくる-apl-E コーヒー

b. omukeekulu a-ka-gan-i/-a apeezukulu pe engani 
おばあさん 3s-FPー語る-apl-E 孫たち 彼女の 物語

「おばあさんは孫たちに物語を語った」（ケ砂ェ語）

c. Hamisi a-me-紐-amb-i-a nini 「ハミシは星丘何と言ったのか」（スリヒリ語）

d. d3u-a-gy_-handak-il-a balua 「彼は君あてに手紙を書いた」（マテンゴ語）

e. Mavuto a-na-perek-er-a mfumu chits~ko 「マブトがチーフに扉を渡した」（チェリ語）

f. Amai v-akかtum-fr-amu-k6ma chi-po「お母さんがお兄さんに贈物を送った」（ショナ語）

(2l)dは「君のために手紙を書いた」という解釈も可能であり（米田 2000:145)、その場

合、 「君」は「受容者」ではなく「受益者」の意味役割を担うといえる。

(ill) 着点 (goal)

「着点」は場所を表す名詞句のほか、 「対象」や「動作主」が到達する先の物や人を表

16 Bresnan and Moshi(l990)他。
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す名詞句でもあり得る。

(22)a. ~a-a-fuluk-il-a mwanza 

｀ 3pl-Pst—引っ越す-apl-E ムワンサ

b. d3u-sup-il-iti kutemba 

c. omwana a-ka-iluk-il-il-a 皿迫
子供 3s-FP-走る-apl-apl-E 彼（女）の母

d. mtoto a-Ii-里-kimbi-li-a mama yake 

e. iti li-ka-gw-e/-a enzu yetu 
木(5) (5)-FP-f到れる-apl-E 家 私達の

f. iti li-ka-rr-gw-e/-a 
木(5) (5)-FP-1s-倒れる-apl-E

g. omuti we-fillli-w-irir-e 

(N) 起点 (source)

「彼らはムワンザに引っ越した」 （ケレウェ語）

「彼はリテンボに引っ越した」（マテンコ＇語）

「子供が母のもとへ逃げ込んだ」（ケ砂ェ語） 17) 

「子供が母のもとへ逃げ込んだ」 （スリヒリ語）

「木が私たちの家の上に倒れた」（ケレウェ語）

「木が私の上に倒れた」（ケ砂ェ語）

「木が私の上に倒れた」（へ四語）

「起点」は動詞句の行為が始まる地点を指す。

(23)a. iz66~a li-ku-sohol-e/-a o~utuluka 「太陽は東から出る」 （ケレウェ語）
太陽(6) (6)-Pro—現れる—apl-E 東

b. ~a-ka-tandik-il-a . ha-lupapula lwa ka~ili 「彼らは2ページから始めた」（ケレウェ語）
3pl-FPー始める-apl-E (16)ー紙 ～の 2番目

c. tu-ta-anz-i-a ukurasa wa ishirini 「私たちは 20ページから始める」 （スリヒリ語）

これらの項が「起点」と解釈されるのは「現れる」や「始める」などの動詞の意味によ

るものであり、例は多くない。 (23)bの項は「場所クラス」（注 18参照）の形態になってお

り、その点では(VII)にみる「場所」の項に含めて考えることができる。

(V) 経験者 (experiencer)

「経験者」の項は「対象」の状態を表す自動詞の適用形にみられる。 「経験者」はその

状態を実感する人である。

” 「～のもとへ逃げ込む」という意味の適用形は語根-iluk「走る」に二つの適用形接尾辞をつけて表す。、
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(24)a. edagaa z1-ku-n-semel-e/-a 「ダガーは昼丘はおいしいです」 （ケレウェ語）
ダガー(10) (10)-Pro-1s—よい-apl-E

b. likolu Ii-辿 -bab-i/-iti 「おかずは星丘辛かった」（マテンデ語）

(VI) 動機・理由 (motive,reason) 

自動詞でも他動詞でも、その行為が行われる理由や動機となっている名詞句を適用形の

項としてとることができる。

(25)a. omwana 6nu a-ku-lil-i/-a 皿迫 「この子はお母さんを求めて泣いている」
子供 この 3s-Pro—泣< -apl-E 彼（女）の母 （ケ砂ェ語う

b. Chitsiru chi-ku-lir-ir-a mantha 「愚者は恐怖のために泣いている」（チェリ語）

c. mo-rir-ir-e ill胆

d. a-me屯i—j-i-a kitabu hiki 

「あなたはなぜ（何のために）泣いているのか」（ヘレn語）

「彼はこの本のために来た」 （スリヒリ語）

e. mundu d3~la d3u-hik-i/-iti 血堕罪 「あの人は仕事のために来ている」（マテンコ` 語）

f. pa-]umba pa-ki-hyem-e/-a皿血旦 「猟師たちはお金のために狩をした」（ンデンデウレ語）

g. Baba v-akかuray-ir-a munhu 皿皿 「お父さんはお金のために人を殺した」（ショナ語）

h. kat'a-ka-gul-i/'6bugeny'enfi 「カトは宴会のために魚を買った」（ハヤ語）

(VII) 場所 (location)

動詞の行為や状態がみられる場所を表すが、この項は地名の固有名詞以外、 「場所クラ

ス」の名詞接頭辞がつく 18)。下の(26)aのMwanzaは地名なので場所クラスの接頭辞はつか

ないが、 emikono(腕）には冒頭母音の eを除いた mikonoに 18クラスの接頭辞mu-がついて

いる。 (26)bも同じく kilabu(クラプ）に 18クラスの接頭辞mu-、(26)cのem娩za(テーブル）

には 16 クラスの接頭辞 ha—がついている。

(26)a. taata a-ka-fw-el-a Mwanza / mu-m1kono zyange 
私の父 3s-FP-死ぬ-apl-E ムワンザ (18)—腕 私の

「私の父はムワンザで／私の腕の中で死んだ」（ケレウェ語）

18ここでいう「場所クラス」とは、場所を表す 16-18番の名詞クラスを指す。バントゥ諸語に共通にみられる
もので、おおよそ 16クラスは「ある特定の場所」、 17クラスは「ある場所を含めた近辺（～のあたり）」、 18
クラスは「何かの中」を表す。ケレウェ語では 16,17 クラスの名詞接頭辞は ha- 、 18 クラスは mu—である。 「場
所クラス」の名詞接頭辞は他のクラスの名詞接頭辞の前に付加される。名詞接頭辞に冒頭母音がついている場
合、冒頭母音は除かれる。
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b. pa-ku-nw-e/-a ebia mu-kilabu 「彼らはクラブでビールを飲んでいる」
3pl-Pro—飲む—apl-E ビール (18)ークラブ （ケ砂ェ語）

C. a-ku-ly-i/-a o~wali ha-m蛉za 「彼はテーブルでご飯を食べている」
3s-l>ro—食べる -apl-E 米飯 (16)ーテーブル （ケレウェ語）

下に挙げる他のバントゥ諸語の例でも「場所」の項は「場所クラス」の形態になってい

る。

(27)a. babake a-li-f-i-a mikononi mwake 「彼の父は彼の腕の中で死んだ」 （スリヒリ語）

b. tu-a-hin-il-a kutemb~ 「我々はリテンボで踊った」 （マテンコ`語）

c. ~a-lumba~a-ki-tul-il-a nyama pa-manyahi 

「猟師たちが墓典ヱ動物の皮を剥いだ」（ンテ｀ンデりレ語）

d. Alenje a-ku-luk-ir-a pa-mchenga mikeka 

「猟師たちが砂浜でゴザを編んでいる」（チェリ語）

e. Baba v-akかuray-ir-a nyoka pa-domb6「お父さんが蛇を石の上で殺した」（ショナ語）

動詞の行為がおこなわれる「場所」の名詞句は、原形動詞と共起することも可能である。

たとえば(26)bは(28)のように原形動詞を用いても同じ意味を表す。

(28)~a-ku-nw-a . ebia mu-kilabu 「彼らはクラプでビールを飲んでいる」
3叶Pro—飲む-E ビール (18)ークラプ

(26)bと(28)では「場所」を表す名詞句の統語的な資格に違いがある。この点については

次節で検討する。

(VDI) 道具 (instrument)

適用形がとる項の意味役割に関して、バントゥ諸語の類型論的な観点から興味深いのは、

「道具」の意味役割をもつ項をとるかとらないかという点である。スワヒリ語などは「道

具」の項をとるが、ケレウェ語はとらない。 「道具」の項をとる例を、スワヒリ語と他の

バントゥ諸語の例にみてみよう。
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(29)a. 軍 cha ku-kat-i-a nyama 

b. n-h紐dak-i/-a kalamu ad~e 

c. ma-yanga pa-ki-kayul-i/-a ki-peya 

「肉を切るためのナイフ」 （スリヒリ語） 19) 

「私はこのペンで書く」（マテンゴ語）

「五ヱ彼らは土鍋を壊した」（ンデンテ冴レ語）

d. Anyani a-ku-phw紐y-ir-a mwala dengu「ヒヒが五ヱかごを壊している」（チェリ語）

適用形が「道具」の項をとらないのはケレウェ語が属するルタラ諸語や南部アフリカの

バントゥ諸語に見られる特徴のようである20)。ケレウェ語では「道具」を項としてとるの

は使役形であるが、この点については次章で詳しくみる。

以上、適用形が新たにとる項の意味役割について概観した。ケレウェ語に特徴的と思わ

れることは「道具」の項をとらないことであるが、適用形が「道具」のように解釈できる

項をとる例がみられる。その項は形態的には場所クラスであり、適用形がとる「場所」の

意味範囲が「道具」のようにみえるものまで含んでいると考えられる。この点について次

にみてみよう。

2.4 「場所」の意味範囲と統語的特徴

適用形が意味的には「道具」を表すようにみえる項をとる例は次のようなものである（そ

れぞれ下線部分は「道具」のように解釈できる項）。

(30)a. omuhalakazi a-ku-sy-el-a o~ulo ha-lumengo 
女の子 3s-Prか挽<-apl-E モロコシ (16)ー挽き石（土台部分）

「女の子が挽き石でモロコシを挽いている」

b. a-ku-ly-il-a-ga o~wali ha-sahani ejo 「彼はいつもその皿でご飯を食べる」
3s-Pro-食べる-apl-E-1S ご飯 (16)-皿 その

c. a-ku-nw-el-a ameenzi mu-mutaho 「彼はひしゃくで水を飲んでいる」
3s-Pro-飲む-apl-E 水 (18)-ひしゃく

19スワヒリ語の適用形が「道具」の項をとるのは、 (29)aのように「道具」の名詞句を不定詞が修飾するよう
な場合であり、普通の文にはあらわれにくい。たとえば次のような文は話者によってによって判定にゆれがあ
る。 ?aーIi屯i-kat-i-a kisu hiki nyama (彼はこのナイフで肉を切った） (Port 1981:76) 
20適用形が「道具」の項をとらない点について言及されている言語には、ハヤ語(Byarushengoet al. 1977)、ショ
ナ語(Harford1993)、ヘレロ語（米田 1997)などがある。
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d. ~a-ku-nw-el-a ebia mu-kikombe 「彼らはコップでビールを飲んでいる」
3pl-Pro—飲む-apl-E ビール (18)ーコップ

これらの項は形態的には「場所クラス」の名詞句である。 (30)a,bはolumengo(挽き石）、

esahani ejo (その皿）に 16 クラスの接頭辞 ha—がついた形である。 (30)c, dはomuぽho(ひしゃ

く）と ekikombe(コップ）に 18クラスの接頭辞mu-がついた形になっている21)。しかし、こ

の形態であればどのような「道具」でもとれるというわけではない。これらと対になって

使われる道具、たとえば挽き石でも手にもつ方の石(ensyo)やスプーン(ekijiko)などは、 (30)

のような形式を用いて表すことはできない。下に例をみてみよう。

(3 l)a. * omuhalakazi a-ku-sy-el-a opulo ha-nsyo 
女の子 3s-Pro—挽< -apl-E モロコシ (16)ー挽き石（手に持つ石）

（女の子が挽き石でモロコシを挽いている）

b. * a-ku-ly-il-a-ga oPwali ha-kijiko (彼はいつもスプーンでご飯を食べる）
3s-Pro食べる-apl-E-1S 米飯 (16)ースプーン

これらの道具は普通、原形動詞と前置詞を用いて表される22¥

(32) a. omuhalakaz1 a-ku-sy-a o~ulo na ensyo 
女の子 3s-Pro—挽 <-E モロコシ ～で 挽き石（手にもつ方の石）

「女の子が挽き石でモロコシを挽いている」

b. a-ku-ly-a-ga o~wali na ekijiko 「彼はいつもスプーンでご飯を食べる」
3s-Pro-食べる—E-IS 米飯 ～でスプーン

逆に(30)の「道具」のようにみえる名詞句は、 (32)のように原形動詞と前置詞を用いて表

すことはできない。原形動詞と共起することは可能であるが、その場合でも下のように「場

所クラス」の形態でなければならない。

(33)a. omuhalakazi a-ku-sy-a o~ulo * na olumengo / ha-lumengo 

女の子 3s-Pro—挽 <-E モロコシ ～で 挽き石（土台部分） (16)ー挽き石（土台部分）

「女の子が挽き石でモロコシを挽いている」

21 (30)c, dに「何かの中」を表す 18クラスの接頭辞がついているのは、ひしゃくやコップに口を持っていって、

その中ヘロをつけて飲んでいるというように解釈されるためである。これらの名詞に 16クラスの接頭辞 ha-

をつけると、ひしゃくやコップの上にのって飲んでいるような解釈になるので不可である。

22あるいは次章でみるように、これらの道具は使役形の項として表される。
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b. a-ku-ly-a-ga o~wali * na esahani ejo / ha-sahani ejo 
3s-Pro—食べる-E-1S ご飯 ～で皿 その (16)ー皿 その

「彼はいつもその皿でご飯を食べる」

c. a-ku-nw-a amee, nz1 . ＊ na omutaho ／ mu-muほho
3s-Pro—飲む-E 水 ～でひしゃく (18)—ひしゃく

「彼はひしゃくで水を飲んでいる」

d. ~a-ku-nw-a ebia * na ekikombe ／ mu-kikombe 
3pl-Pro—飲む—E ビール ～で コップ (18)ーコップ

「彼らはコップでビールを飲んでいる」

これらの名詞句が「場所クラス」であることの意味的な面を考えると、動詞の行為をお

こなう人がそこに存在するような「場所」ではないが、それぞれの動作が行われる局所的

な「場所」を表しているとみることができる。特に挽き石の土台部分や皿などは下に置か

れて固定的であり、普通の道具のようには動かされない。これらの名詞句を適用形の項と

してとることができるのは、 「場所クラス」の形態で表される名詞句だからであり、これ

らの名詞句も「場所」の意味役割に含めて考えることができよう。逆に言えば、適用形が

とる「場所」の項の意味範囲が広く、一見「道具」のように見えるものも含まれるという

ことができる。ひしゃくやコップは固定されているものではないが、 「場所クラス」の形

態で表される点から、ケレウェ語の中では、飲む時に使われるこれらの道具は、少なくと

も手に持つ方の挽き石やスプーンとは異なるものとして解釈されているのではないかと考

えられる。

次に、これら「場所クラス」の名詞句の統語的な特徴を検討してみよう。結論から言う

と、適用形がとる「場所クラス」の名詞は、目的語としての資格をもつ一方、原形動詞と

共起する「場所クラス」の名詞句にはそのような資格がないということである。典型的な

「場所」を表す(26)bと「道具」のようにみえる(30)aを例に、 「場所」と「対象」の項の

統語テストをみてみよう。

まず語順の点では、どちらの語順も可能であるが、下の例の aに示すように「対象」が

前にくる語順の方が一般的である。

(34)a. ~a-ku-nw-e/-a ebia mu-kilabu (= 26.b) 
3pl-Pro—飲む-apl-E ビール (18)ークラブ
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b. ~a-ku-nw-e/-a mu-kilabu ebia 
3pl-Proー飲む-apl-E (18)-クラプ ビール

「彼らはクラブでビールを飲んでいる」

(35)a.. omuhalakazi a-ku-sy-el-a o~ulo ha-lumengo (= 30.a) 
女の子 3s-Pro—挽<-apl-E モロコシ (16)ー挽き石（土台部分）

b. omuhalakazi a-ku-sy-el-a ha-lumengo o~ulo 
女の子 3s-Pro—挽< -apl-E (16)一挽き石（土台部分） モロコシ

「女の子が挽き石でモロコシを挽いている」

目的接頭辞については、 「場所クラス」のものは形態の点でも、動詞語根に接続される

位置の点でも、他のクラスのものとは異なる。他のクラスの目的接頭辞は基本的に主語接

頭辞と同じ形態で、動詞語根の直前に接続されるが、 「場所クラス」のものは関係詞に類

する形態（それぞれ-ho(l6 クうス），—yo(l7クラス）, -mo(l 8クラス））で、語尾の後ろの位置に接続され

る。そのため場所クラスの目的接頭辞に相当するものは、他のクラスのものと区別して「場

所辞」と呼ぶ。適用形と共起する「場所クラス」の名詞句は、主題として前置されれば場

所辞をとることができる。同様に「対象」に呼応する目的接頭辞もとることができる23¥

この場合も「対象」の名詞句が主題として前置されているほうがいい。下に例をみてみよ

う（それぞれ下線部は目的接頭辞／場所辞）。

(36)a. ebia ~a-ku-gi-nw-el-a mu-kilabu 「ビールを彼らがクラブで飲んでいる」
ビール(9) 3pl-Proー(9)ー飲む-apl-E (18)ークラブ

b. mu-kilabu ~a-ku-nw-el-a-IDQ ebia 「クラブでは彼らがビールを飲んでいる」
(18)ークラブ 3pl-Proー飲む-apl-E-loc(l8)ビール

(3 7)a. opulo a-ku-血-sy-el-a omuhalakazi ha-lumengo 
モロコシ(14) 3s-Pro-(14)挽<-apl-E 女の子 (16)-挽き石

「モロコシは女の子が挽き石で挽いている」

b. ha-lumengo a-ku-sy-el-a如 omuhalakazi o~ulo 
(16)ー挽き石 3s-Pro—挽< -apl-E-loc(16) 女の子 モロコシ(14)

「挽き石で女の子がモロコシを挽いている」

23ただし、目的接頭辞と場所辞の両方を同時にとることはできない。
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受動文の主語になれるかどうかという基準では、 「対象」の名詞句と同じく「場所クラ

ス」の名詞句も主語になることができる。ただし、それぞれ下の bのように「場所クラス」

の名詞句が主語になる受動文では場所辞をとる必要がある。

(38)a. ebia e-ku-nw-el-w-a mu-kilabu 「ビールがクラブで飲まれている」
ビール(9) (9)-Pro—飲む-apl-pas-E (18)ークラプ

b. mu-kilabu ha-ku-nw-el-w-a-mo ebia 「クラブではビールが飲まれている」
(18)ークラブ (18)-Pro—飲む-apl-pas-E-loc(l8) ビール

(39)a. o~ulo ~u-ku-sy-el-w-a ha-lumengo「モロコシが挽き石で挽かれている」
モロコシ(14) (14)-Pro-挽<-apl-pas-E (16)ー挽き石

b. ha-lumengo ha-ku-sy-el-w-a-ho o~ulo 「挽き石ではモロコシが挽かれている」
(16)ー挽き石 (16)-Pro—挽<-apl-pas-E-loc(16)モロコシ

以上のように、適用形がとる「場所クラス」の名詞句は目的語としての資格をもっとい

える。しかし、原形動詞と共起する「場所クラス」の名詞句ではこのような結果とならず、

目的語の資格をもっているとはいえない。原形動詞と共起する例として、典型的な「場所」

を表す(28)と、 「道具」のようにみえる(33)dを例に統語テストをみてみよう（ここでは「場

所」の名詞句に絞って見る）。

語順の点では、どちらの語順も可能であるが、 「場所」が後ろにくる方が普通である。

(40)a. ~a-ku-nw-a ebia mu-kilabu (= 28) 
3pl-Pro—飲む-E ビール (18)ークラブ

b. ~a-ku-nw-a mu-kilabu ebfa 
3pl-Proー飲む-E(18)ークラブ ビール

「彼らはクラブでビールを飲んでいる」

(41)a. ~a-ku-nw-a ebia mu-kikombe (= 33.d) 
3pl-Proー飲む-E l:::''ール (18)ーコップ

b. ~a-ku-nw-a mu-kikombe ebia 
3pl-Pro—飲む-E (18)ーコップ ビール

「彼らはコップでビールを飲んでいる」
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場所辞の点でみると、典型的な「場所」の名詞句は場所辞をとることができるが、 「道

具」を表すようにみえる名詞句は場所辞をとることができない24)0 

(42)a. mu-kilabu ~a-ku-nw-a-mo ebia 「クラブでは彼らがビールを飲んでいる」
(18)ークラプ 3pl-Prか飲む-E-loc(l8) ビール

b. * mu-kikombe ~a-ku-nw-a-mo ebia (コップでは彼らがビールを飲んでいる）
(18)ーコップ 3pl-Pro—飲む-E-loc(18) ビール

受動文では、どちらの「場所クラス」の名詞句も主語になれない。

(43)a. * mu-kilabu ha-ku-nw-e~w-a-mo ebia 
(18)ークラブ (18)-Pro—飲む一p岱E-loc(l8) ビール

b. * mu-kikombe ha-ku-nw-e~w-a-mo ebia 
(18)ーコップ (18)-Pro—飲む-pas-E-loc(l8) ビール

以上のように、原形動詞と共起する「場所クラス」の名詞句は統語的な資格の点で、適

用形がとる「場所クラス」の名詞句と異なっているといえる。

2.5 適用形のまとめ

以上、適用形についてみた点をまとめると、次のようになる。

1) 適用形は統語的に項を一つ増やすが、新たに加わる項は「動作主」と「対象」

以外のさまざな意味役割を表し、統語的には目的語としての資格をもつ。

2) 他のバントゥ諸語では適用形のとる項に「道具」が含まれることもあるが、

ケレウェ語の適用形は「道具」の項はとらない。

3) 適用形がとる「道具」のようにみえる項は、 「場所クラス」の形態であり、意

味役割の点でも「場所」の範囲に含めることができる。

4) 適用形がとる「場所」の項は、統語的に目的語の資格をもつが、同じ意味を表

す原形動詞文にあらわれる「場所」の名詞句には、そのような資格はない。

24 (42)のように場所辞をとる場合ととれない場合があるが、この違いが「場所クラス」の名詞句の意味による

違いなのかどうかはさらに詳細に検討する必要があり、今後の課題である。
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3. 使役形

3. 1 使役形の形態と意味

動詞の使役形を作る派生接尾辞を「使役形接尾辞」と呼ぶ。使役形接尾辞の形態には

-isy/-esy と—y の二種類が認められる。 -isy/-esy の方が—y より生産的で使役の意味が明らか

である。—y がつく使役形には使役の意味を表さず単に他動詞になっている場合もある。

接尾辞-isy/-esyは動詞の語根の母音に調和するが、語根が子音＋半母音の場合は、適用

形の場合と同じく、半母音が wのときは-esy、yのときは-isyがつく（ただし-sy「粉に挽く」

の場合のみ-esyがつく）。接尾辞ーisy/-esyの語例を(44)の右側の列にあげる。

(44) -taah-a 「帰る、出て行く」 -taah-isy-a 「出て行かせる、帰らせる」

-andik-a 「書く」 -andik-isy-a 「書かせる」

-goy-a 「ウガリを作る」 -goy-esy-a 「ウガリを作らせる」

-iyeg-a 「学ぶ」 -iyeg-esy-a 「学ばせる、教える」

-nw..;a 「飲む」 -nw-esy-a 「飲ませる」

-by-a 「熟れる」 -hy-isy-a 「熟れさせる、料理する」

-ly-a 「食べる」 -ly-isy-a 「食べさせる、放牧する」

-sy-a 「粉に挽く」 -sy-esy-a 「粉に挽かせる」

この接尾辞がついた形は「～に～させる」という使役の意味になるのが基本であるが、

ケレウェ語では使役形が「～を使って～する」という意味を表すこともある。たとえば

-nw-esy-aは「～を使って飲む」、ーly-isy-aは「～を使って食べる」、 -sy-esy-aは「～を使っ

て粉を挽く」という意味を表すことができる。

接尾辞-yは動詞語根にそのまま接続するが、語根末の子音が t,l, dの場合は音韻交替が

おこり、 tはsに、 1,dはzになる。また、語根末の子音が Kの場合は形態音韻交替がおこ

り、 k-y-a の音の連続は[tfa] と発音される。 (45)に接尾辞—y がつく例をあげる。

(45) -yom-a 「乾く」 -yom-y-a 「乾かす」

-n紐~-a 「水浴する」 -naaf3-y-a 「食器などを洗う」

-tagat-a 「沸く」 -tagas-y-a 「沸かす」

-at-a 「壊す、割る」 -as-y-a 「（薪などを）割る、割く」
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-lwal-a 「病気になる」 -lw血—y-a 「看病する」

-gul-a 「買う」 -guz-y-a 「売る」

-t蛉1-a 「たたく」 -teez-y-a 「～を使ってたたく」

-bend-a 「折る、壊す」 -henz-y-a 「折らせる」 25)

-t蛉k-a 「料理する」 -t蛉k-y-a [te:tfaJ 「～を使って料理する」

-andik-a 「書く」 -andik-y-a [anditfa] 「～を使って書く」

接尾辞—y をとる動詞の多くは語彙的に決まっており、意味が特殊化している例が多くみ

られる。たとえば—naa~-a 「水浴する」と -naa~-y-a 「食器などを洗う」、 -lwal-a 「病気にな

る」と—lw訟y-a 「看病する」、 -gul-a 「買う」と -guz-y-a 「売る」などの例である。次節で

見るように他動詞が使役形になると動詞のとる項が一つ増えるが、 -gul-a「買う」と-guz-y-a

「売る」のように、意味が特殊化するだけで項の数は変わらない例もある。自動詞の使役

形では、意味が特殊化している場合でも項が一つ増えて他動詞になっている。

-yのつく派生形も-isy/-esyと同様、「～を使って～する」という意味を表す場合がある。

-andik-a「書く」には二つの使役元多がみられるが、接尾辞-isyのついた-andik-isy-aは「～に

書かせる」、接尾辞—y のついた-andik-y-a は「～を使って書く」という意味を表すという

使い分けがある。

3.2 使役形の統語的特徴

-at-a 「壊す、割る」と -as-y-a 「（薪などを）割る、割<」、 -gul-a 「買う」と—guz-y-a 「売る」

のような特別な例を除いて、使役形になると動詞のとる項が一つ増える。まず、自動詞文

とその使役文26)の例をみてみよう。それぞれaが自動詞文、 bがその使役文の例である。

(46)a. o~utaaga~w-a-y6m-a 「キャッサバ粉が乾いた」
キャッサバ粉(14) (14)-Pstー乾<-E

b. maawe ya-a-~u-y6m-y-a o~utaaga 「お母さんがキャッサバ粉を乾かした」
私の母 3s-Pstー(14)ー乾<-cau-E キャッサバ粉(14)

25この例は Hurel(l909)による。 -hendaという語は現在のケレウェ語では用いられておらず、名前などに残っ

ているだけである。

26ここでは使役形接尾辞によって派生された使役形動詞を用いた文を「使役文」と呼ぶことにする。
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(4 7)a. ameenzi ga-a-tagat-a 「水が沸いた」
水(6) (6)-P虻沸<-E

b. m紐we ya.:..a-ga-tagas-y-a ameenzi 「お母さんが水を沸かした」
私の母 3s-Pst-(6)一沸<-cau-E 水(6)

使役文では maawe(私の母）が新たに加わり二項になっている。新たに加わった項の意味

役割は「動作主」であり、統語的には主語である。もとの文で主語だった項は「対象」の

意味役割をもち、使役文では目的語となっている（目的接頭辞と呼応することから分かる）。

これらの使役文は二項をとる他動詞文になっていると言える。

次に、他動詞文とその使役文の例をみてみよう。それぞれ aが他動詞文、 bがその使役

文の例である。

(48)a. omuhalakazi a-ku-goy-a opwita 「女の子がウガリをこねている」
女の子 3s-Pro—こねる -E ウガリ

b. nina a-ku-mu-goy-esy-a omuhalakazi o~wita 
彼女の母 3s-Proー(1)一こねるーcau-E 女の子(1) ウガリ

「お母さんが女の子にウガリをこねさせている」

(49)a. omwana a-ku-ly-a opwali 「子供がご飯を食べている」
子供 3s-Pro-食べる—E 米飯

b. a~akazi pa-ku-mu-ly-isy-a omwana opwali 
女たち 3pl-Pro-(1)食べる-cau-E 子供(1) 米飯

「女たちが子供にご飯を食べさせている」

それぞれの使役文では「使役主」 (causer)の意味役割をもつ項が主語として新たに加わっ

ている。もとの文で主語だった項（「動作主」の意味役割をもつ）は目的語になっている。

一般に使役文は、 「使役主」を主語としてとり、もとの主語が統語的に「降格」して主語

でなくなる操作ととらえられているが、それはここでみた自動詞、他動詞のどちらの例に

もあてはまるといえる。

ところで、ケレウェ語の使役形は「～を使って～する」という意味を表すことができる

が、この意味を表す使役文では、新たに加わる項は「道具」と考えられる。下に例をみて

みよう。それぞれbが「道具」をとる使役文である（下線部は「道具」を表す項）。
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(SO)a. omuhalakazi a-ku-sy-a o~ulo 「女の子がモロコシを粉に挽いている」(=9.a) 
女の子 3s-Pro—挽 <-E モロコシ

b . omuhalakaz1 a-ku-sy-esy-a 皿W o~ulo 
女の子 3s-Pro—挽<-cau-E 挽き石（手に持つ石） モロコシ

「女の子は挽き石でモロコシを粉に挽いている」

(5l)a. omwana a-ku-ly-a o恥wali 「子供がご飯を食べている」
子供 3pl-Pro—食べる -E 米飯

b. omwana a-ku-ly-isy-a 述祖血 opwali 「子供がスプーンでご飯を食べている」
子供 3pl-Pro—食べる—cau-E スプーン米

(52)a. a-ku-nw-a amee, nz1 . 「彼は水を飲んでいる」
3s-Pro—飲む-E 水

b. a-ku-nw-esy-a omutaho amee, nzt . 「彼はひしゃくで水を飲んでいる」
3s-Proー飲む-cau-E ひしゃく 水

(53)a. pa-ku-kukumb-a h血za 「彼らは外を掃いている」
3pl-Pro-掃<-E 外

b. pa-ku-kukumb-y-a elyeyo hanza 「彼らはほうきで外を掃いている」
3pl-Pro—掃<-cau-E ほうき 外

(54)a. omuhalakazi a-ku-t蛉k-a e~itooke 「女の子がバナナを料理している」
女の子 3s-Pro—料理する -E バナナ

b 
, , 

. omuhalakaz1 a-ku-teek-y-a 紐訟d e~itooke 
女の子 3s-Pro—料理する—cau-E 薪 バナナ

「女の子が薪でバナナを料理している」

「道具」の項は主語ではなく目的語として加わっている。これらの「道具」の項が目的

語であることを「対象」の項と合わせてテストしてみよう。

まず語順の点では、 「道具」が前にくる語順の方が一般的である。つまり上の例のよう

に「道具」が動詞の直後の位置にくる語順である。 「対象」が前にくる語順が可能な場合

もあるが、明らかに不可である場合もある27)。この点では「道具」の項のほうが「対象」

27上の例のでは、 (50)bや(5l)bでは「対象」が前にくる語順も許容されるが、 (52)bー(54)bでは逆の語順は不可
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より目的語としての資格があるといえよう。

受動文の主語という基準では、 「道具」も「対象」も主語になれる。この点ではどちら

の項も目的語としての資格をもっといえるだろう。 (50)bを例に受動文の例をみておこう。

(55)a. ensyo e-ku-sy-es-i~w-a o~ulo (na) 
． 

omuhalakaz1 
挽き石(9) (9)-Proー挽<-cau-pas-E モロコシ ～によって 女の子

「挽き石が女の子によってモロコシを挽くのに使われている」

b. opulo Pu-ku-sy-es-iPw-a ensyo (na) omuhalakazi 
モロコシ(14) (14)-Pro挽<-cau-pas-E 挽き石 ～によって 女の子

「モロコシは挽き石で女の子によって挽かれている」

目的接頭辞がとれるかどうかをみると、「道具」は目的接頭辞をとることができるが「対

象」はとれない。 (Sl)bを例に見てみよう（下線部は目的接頭辞）。

(56)a. omwana a-ku-ki-ly-isy-a ekijiko o~wali 
子供 3s-Pro-(7)—食べる一cau-E スプー子ン(供7) 米飯

「 がそのスプーンでご飯を食べている」

b. * omwana a-ku-也-ly-isy-a ekijiko oPwali 
子供 3s-Proー(14)ー食べるーcau-E スプーン米飯(14)

以上の点からみて、使役文にあらわれる「道具」と「対象」では、 「道具」の方が目的

語としての資格をもっているということができる。

さて、使役文で新たに加わる項の統語的な位置についてもう一度みてみると、 (46)ー(49)

の使役文では「動作主」あるいは「使役主」の項が主語として加わっている一方、 (50)-(54)

の使役文では「道具」の項が目的語として加わっている。しかしこれでは、同じ使役文な

がら統語的な統一性を欠くことになる。 「道具」をとる使役文においても、新たに加えら

れるのは「動作主」の項であるとすれば統一的にとらえることができるが、そうするとた

とえば(50)bの使役文（下に再掲）は、 (57)のような文を仮定し、それに「動作主」の項が新

たに加えられた結果と見ることになる。しかし(57)のような文は不可である。

である。例えば(54)bの語順を逆にして omuhalakazi a-ku-teek-y-a e~itooke enkwiとすると「バナナで薪を
料理する」ように感じられるということである。
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(57) * ensyo e-ku-sy-a o~ulo （挽き石がモロコシを粉に挽いている）
挽き石(9) (9)-Pro—挽 <-E モロコシ

(50)b. omuhalakazi a-ku-sy-esy-a 皿~ o~ulo (再掲）
女の子 3s-Pro—挽<-cau-E 挽き石（手に持つ石） モロコシ

「女の子は挽き石でモロコシを粉に挽いている」

(50)bの使役文は、 (57)のような「道具」（挽き石）と「対象」（モロコシ）からなる文に、

「動作主」（女の子）が新たに加えられたものとは考えられない。やはり「道具」の項は使

役文の目的語として加えられていると考える方が妥当であろう。

一般に使役文は、新たな主語をとり、もとの主語を降格させるような統語操作を含むと

考えられるが、ここでみるケレウェ語の使役文はそのような統語操作を含むものではない

と考える方が妥当かもしれない。そのように考える根拠は二つある。一つは主語の降格と

いうような統語操作を含む使役文は項の形態が異なるのではないかということである。次

の(58)bは、代筆で子供に手紙を書いてもらうような状況を表しているが、もとの文で主語

だった「子供」は降格して主語でなくなり、さらに「場所クラス」の形態になっている。

(58)a. omwana a-ku-andik-a ebalua 「子供が手紙を書いている」
子供 3s-Pro-書<-E 手紙

b. ma’ we a-ku-andik-isy-a ebalua ha-mwana 
お母さん 3s-Pro堪f< -cau-E 手紙 (16)-子供

「お母さんが子供に手紙を書かせている」

使役文の「子供」の項は「被使役者」 (causee)の意味役割を担っているが、 「場所クラス」

の接頭辞がついている。下に再掲する(48)b,(49)bの使役文では「被使役者」の項（女の子／

子供）はもとの名詞の形態のまま（無標）であり、この点が(58)bの使役文とは異なっている。

(48)b. nina a-ku-mu-goy-esy-a omuhalakazi o~wita (再掲）
彼女の母 3s-Pro-(1)—こねるーcau-E 女の子(1) ウガリ

「お母さんが女の子にウガリをこねさせている」

(49)b. a~akazi ~a-ku-mu-ly-isy-a omwana o~wali (再掲）
女たち 3pl-Pro-(I)ー食べる一cau-E 子供(1) 米飯

「女たちが子供にご飯を食べさせている」
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二つ目の根拠として、これらの使役文の意味的な特徴が挙げられる。 (48)b,(49)bの使役

文は、 (58)bの使役文に比べて「被使役者」に対する関与が直接的である。つまり、これら

の使役文では「使役主」が「被使役者」に直接はたらきかけて動詞の行為を行わさせてお

り、 「被使役者」に命令したり、許可を与えるなどして動詞の行為を自立的に行わせてい

るのではない。たとえば(48)bでは、お母さんが女の子に言いつけてウガリをこねさせてい

るのではなく、直接女の子の手をとってお母さんが一緒にウガリをこねている。 (49)bも同

じく、女たちが用意したご飯を子供が自分で食べているのではなく、女たちが子供の口ま

でご飯を持っていって食べさせている。それに対して(58)bでは、子供が自立的に手紙を書

いているのであって、お母さんが子供の手をとって手紙を書かせているのではない。

(48)b, (49)bの例で、 「被使役者」に直接はたらきかけず、自立的に動詞の行為を行わせ

る場合は、 (59)のように「言う」や「許す」などの動詞と接続形を用いた複文で表す28)。

(59)a. nina ya-~gamb-il-a omuhalakazi a-goy-e opwita 
彼女の母 3s-Pst項『う-apl-E 女の子 3s—こねる-SE ウガリ

「お母さんが女の子にウガリをこねるように言った」

b. a伽akazi~a-a-lekel-a omwana a-ly-e . o~wali 
女たち 3pl-Pst-許す-E 子供 3s-食べる-SE 米飯

「女たちが子供にご飯を食べさせた（食べるのを許した）」

つまり、 (48)b,(49)bのような「被使役者」が無標であらわれる使役文は、名詞句の形態

の点でも、 「被使役者」に直接はたらきかける使役を表すという意味的な点でも、一般的

な「使役」を表す文とは異なっていると考えることができる。また、 「被使役者」に直接

はたらきかけて動作を行わせるという意味の点から、 「被使役者」として「人」だけでな

く「道具」までとることが可能になったと考えることができる29)。

以上の点から、 (48)-(54)に見た使役文は、新たな主語をとって、もとの主語を降格させ

るような統語操作を含むものではないと考えられる。そうすると、新たな項として一方で

28 これらの例において、 (58)bのように「被使役者」を「場所クラス」の形態にして自立的な動作の使役を表
すことができるかどうかということは残念ながら未調査である。今後の課題としたい。
29湯川(2002)はトーロ語（ケレウェ語と同じルタラ諸語に属する）の使役形動詞にも「道具」をとる用法がある
ことを指摘し、 「使役動詞のこの方向（つまり、事物まで「被使役者」になる方向）への拡張は、このあたりの
言語に特徴的であるが、ジンバブエ以南の言語にも見られる」 (p.40)と述べている。使役形についてのバントゥ
諸語の比較と分布などについては今後の課題である。
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は「使役主」を主語として加え、一方では「道具」を目的語として加えるように見える不

統一を生じさせることもない。つまり「被使役者」が無標であらわれる使役文は、三項を

とる他動詞文であり、自動詞の使役文が二項をとる他動詞文と同じであることと並行的に

とらえることができるのではないかということである。

3.3 使役形のまとめ

以上、使役形についてみた点をまとめると次のようになる。

1) 使役形接尾辞には-isy/-esy と—y の二種類があるが、 -isy/-esy の方が生産性が高い。

また、どちらの接尾辞も「道具」を用いる動作を表すことができる。

2) 使役形は統語的に項を一つ増やすが、新たに加わる項は「動作主／使役主」と「道

具」の意味役割を表し、 「動作主／使役主」は主語として、 「道具」は目的語と

して加えられるように見える（「動作主」は自動詞の使役形にのみ現れる）。

3) 「被使役者」の項が無標であらわれる使役文では、 「使役主」が「被使役者」

に直接はたらきかけて動作を行わせており、 「被使役者」は自立的に動作を行

わない。自立的に行わせる使役は、複文の形式や「被使役者」を有標の形（「場

所クラス」の形態）にして表す。

4) 項の形態や意味的な特徴から考えて、無標の「被使役者」をとる使役文は、項

を一つ増やした三項他動詞を用いる文であり、いわゆる「使役」を表し、主語

の降格のような統語操作をともなう一般的な使役文とは異なると考えられる。

4. おわりに

ケレウェ語の適用形と使役形について形態的、意味的、統語的な観点からみてきた。そ

れぞれの派生形について考察してきたことは、各節のまとめにある通りである。どちらの

派生形にしても、統語的に項を一つ増やし、新たに加えられる項の意味役割がそれぞれの

派生形の意味を決めるといえる。ここでみた適用形と使役形の一つの特徴のまとめとして、

次のような例を挙げておこう。
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(60)a .. a-ku-nw-a ameenzi mu-mutaho (= 33.c) 

3s-Pro—飲む—E 水 (18)-ひしゃく

b. a-ku-nw-el-a ameenzi mu-mutaho (= 30.c) 
3s-Pro—飲む-apl-E 水 (18)ーひしゃく

c. a-ku-nw-esy-a omutaho ameenzi (= 52.b) 
3s-Pro—飲む—cau-E ひしゃく 水

(60)はどれも「彼（女）がひしゃくで水を飲んでいる」という意味を表すが、 aは原形、 b

は適用形、 cは使役形の動詞が用いられている。また「ひしゃく」を表す名詞の形態と統

語的な資格が異なっている。原形と適用形では「場所クラス」の形態であり、使役形の場

合のみ無標である。

原形動詞の「ひしゃく」は目的語としての資格をもたないが、適用形と使役形ではその

資格をもっている。適用形では「ひしゃく」と共に「水」も目的語としての資格をもっ―

方、使役形では語順や目的接頭辞の基準から、 「水」は目的語としての資格をもたない。

つまり、適用形と使役形では共起している「対象」の名詞句の統語的な資格に違いがある

ということである。

さらに意味役割の点を考えると、使役形では「ひしゃく」の意味役割は「道具」という

ことができるが、適用形では普通に用いられる道具全般をこの形式で表すことができない

ことから、 「道具」の意味役割ではなく、形態どおり「場所」の意味役割に含まれると考

えられ、適用形がとる「場所」の意味範囲は局所的な場所まで含む広いものだと考えるこ

とができる。

使役形については包括的な記述ができたとは言えず、調査の不足から課題を残すことと

なったが、少なくとも無標の「被使役者」や「道具」の項をとる使役文は、統語的にも意

味的にも一般的な「使役」を表すものとは異なっており、主語の降格などを伴う統語操作

を含むような使役文ではないと考えられる。またこのような特徴が、使役形の項として無

標の「道具」の項をとることを可能にしていると考えられる。
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略号一覧

apl: 派生接尾辞・適用形 (applicativesuffix) 

⑱ 1: 派生接尾辞・使役形 (causativesuffix) 

E: 基這尾 (verbending) 

FP: TA接頭辞・遠過去 (farpast prefix) 

IS: 強調辞 (intensivesuffix) 

]oc(16)-(18): 場所辞 (locativesuffix) 

pas: 派生接尾辞・受動形 (passivesuffix) 

pl: 主語／目的接頭辞・複数 (plural)

Pro: TA接頭辞・進行 (progressiveprefix) 

Pst: TA接頭辞・過去 (pastprefix) 

rec: 派生接尾辞・相互形 (reciprocalsuffix) 

s: 主語／目的接頭辞・単数 (nominative/objectiveprefix, singular) 

SE: 接続形語尾 (subjunctiveending) 

1, 2, 3: 主語／目的語接頭辞・人称 (nominative/objectiveprefix, person) 

形態素境界 (morphologicalboundaty) 
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